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今 月 の 紙 面

　

令
和
６
年
12
月
２
日
㈪
午
後
１
時

県
組
合
事
務
所
２
階
会
議
室
に
於
い

て
、
第
４
２
０
理
事
会
が
出
席
理
事

19
名
、欠
席
１
名
の
下
開
催
さ
れ
た
。

　

木
村
副
理
事
長
が
開
会
を
宣
言
し
、

吉
永
理
事
長
が
議
長
に
就
任
、
挨
拶

の
後
議
事
に
入
っ
た
。

　

◎　

報　

告　

事　

項

１
.
経
過
日
誌
に
つ
い
て

２
.
全
理
連
第
６
回
理
事
会
の
経
過

に
つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
資
料
に
よ
り
、

「
ヘ
ア
な
び
」
に
つ
い
て
山
口
県
は

Ａ
プ
ラ
ン
１
店
舗
・
Ｂ
プ
ラ
ン
22
店

舗
、
後
は
Ｃ
プ
ラ
ン
登
録
に
な
っ
て

い
る
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

３
.
第
76
回
全
国
理
容
競
技
大
会
の

結
果
に
つ
い
て

４
.
中
間
監
査
会
の
経
過
に
つ
い
て

５
.
令
和
６
年
度
「
理
容
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
」
の
実
施
経
過
に
つ
い

て
６
.「
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｌ
Ｙ
お
客
様
感
謝
祭
」
抽
選
会

の
結
果
に
つ
い
て

　

木
村
総
務
企
画
部
長
か
ら
資
料
に

よ
り
、
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
と
当
選
者

リ
ス
ト
の
送
付
時
期
が
発
送
元
の
手

違
い
で
前
後
し
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

７
.
令
和
６
年
度
生
衛
業
各
種
表
彰

受
賞
者
に
つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
資
料
に
よ
り
説

明
が
あ
り
、
続
い
て
安
藤
裕
通
氏
へ

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合

会
理
事
長
表
彰
の
伝
達
式
が
あ
っ
た
。

８
.
令
和
６
年
度
全
理
連
共
済
加
入

促
進
運
動
の
結
果
に
つ
い
て

　

阪
本
共
済
部
長
か
ら
当
日
配
布
資

料
に
よ
り
、
火
災
共
済
で
は
加
入
率

が
全
支
部
で
１
０
０
％
と
な
り
、
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
支
部
長
、
支
部
共

済
部
長
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

９
.
そ
の
他
に
つ
い
て

　

⑴
丸
大
食
品
㈱
冬
ギ
フ
ト
商
品
購

入
協
力
の
お
願
い
に
つ
い
て

　

濵
田
事
業
部
長
か
ら
別
資
料
に
よ

り
、
商
品
購
入
に
協
力
し
て
欲
し
い

と
お
願
い
が
あ
っ
た
。

　

吉
永
理
事
長
か
ら
別
資
料
に
よ
り
、

「
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
で
ん
き
」
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

以
上
、
吉
永
理
事
長
及
び
各
担
当

部
長
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
応
答

Ｑ　

バ
ー
バ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
お
客
様

感
謝
祭
の
件
で
、
連
絡
し
た
が

当
選
者
が
な
か
な
か
取
り
に
来

な
い
人
が
い
る
。最
悪
の
場
合
、

こ
ち
ら
か
ら
お
客
さ
ん
に
発
送

す
る
の
か
？　
　
（
武
田
理
事
）

Ａ　

電
話
番
号
が
わ
か
っ
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
、
当
選
者
の
方
に

連
絡
を
取
っ
て
い
た
だ
く
。

　
（
木
村
総
務
企
画
部
長
）

Ｑ　

火
災
保
険
で
農
協
と
か
他
に
も

入
っ
て
い
る
。
按
分
の
話
が
あ

る
が
、
組
合
の
は
出
る
か
？

　
　
　
　
　
　
　
（
角
屋
理
事
）

Ａ　

出
ま
す
。
大
丈
夫
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
阪
本
共
済
部
長
）

　
　

◎　

協　

議　

事　

項

１
.
令
和
７
年
度
各
部
門
の
事
業
計

画
案
に
つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
、
各
担
当
部
長
か
ら

資
料
に
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た

阪
本
共
済
部
長
よ
り
、
火
災
共
済
が

全
支
部
１
０
０
％
加
入
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
火
災
共
済
の

全
店
加
入
維
持
に
向
け
て
引
き
続
き

第 420 理事会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
中間監査会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

「得する節税セミナー」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
個別税務相談会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
支部だより（周西・下関・下関東） ・・・・・・・・・・・・・２
新規組合加入者紹介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
共済体験記 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
案内・第 26 通常総会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
　　・確定申告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
　　・防犯情報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

今 後 の 日 程
３月10日㈪山口県理容美容専門学校卒業式

　　　 〃 　　山口県理容美容学園理事会

　　　17日㈪第５回常任理事会（午前）

　　　 〃 　　第421理事会（午後）

５月５日㈪期末監査会

　　　12日㈪第１回常任理事会（午前）

　　　 〃 　　第422理事会（午後）

　　　19日㈪第26通常総会

（小郡）

（ 〃 ）

（小郡）

（ 〃 ）

（ 〃 ）

努
力
と
い
う
文
章
に
変
更
す
る
。
金

井
組
織
部
長
か
ら
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
の
参
加
チ
ー
ム
が
少
な
い
の

で
協
力
の
お
願
い
等
説
明
が
あ
り
、

異
議
な
く
挙
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

２
.
令
和
６
年
度
収
支
の
見
通
し
と

令
和
７
年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い

て

　

木
村
経
理
部
長
か
ら
資
料
に
よ
り

説
明
が
あ
り
、
異
議
な
く
挙
手
に
よ

り
承
認
さ
れ
た
。

３
.
令
和
７
年
度
「
床
屋
発
祥
の
地

記
念
碑
」
建
立
30
周
年
事
業
に
つ

い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
口
頭
に
よ
り
、

20
周
年
記
念
に
近
い
形
で
行
い
、
全

て
の
支
部
長
に
参
加
を
お
願
い
し
た

第
４
２
０
理
事
会

い
。
あ
る
程
度
の
内
容
に
つ
い
て
来

年
３
月
の
理
事
会
に
は
お
伝
え
し
た

い
等
の
説
明
が
あ
り
、
異
議
な
く
挙

手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

４
.
今
後
の
日
程
に
つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
資
料
に
よ
り
説

明
が
あ
り
、異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

５
.
そ
の
他
に
つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
、
木
下
大
サ
ー

カ
ス
が
九
州
で
開
催
さ
れ
る
。
近
い

エ
リ
ア
に
ポ
ス
タ
ー
等
掲
示
の
お
願

い
が
あ
り
、
対
象
に
な
る
支
部
に
協

力
の
お
願
い
が
あ
っ
た
。

　

以
上
、
全
項
目
に
亘
っ
て
異
議
な

く
承
認
さ
れ
、
木
村
副
理
事
長
の
閉

会
宣
言
に
よ
り
午
後
２
時
22
分
終
了

し
た
。

中
間
監
査
会

　

令
和
６
年
11
月
５
日
㈫
午
前
10
時

よ
り
県
組
合
事
務
所
役
員
室
に
て
吉

永
理
事
長
、
木
村
経
理
金
融
部
長
、

山
本
豊
・
刀
祢
隆
一
両
監
事
出
席
の

も
と
中
間
監
査
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

始
め
に
、
吉
永
理
事
長
か
ら
監
事

各
位
へ
平
素
の
お
礼
と
ご
協
力
ご
尽

力
に
対
す
る
謝
意
を
表
さ
れ
た
の
ち
、

今
年
度
は
順
調
な
事
業
経
過
と
な
っ

て
い
る
旨
、
説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
木
村
経
理
金
融
部
長
進

行
の
も
と
令
和
６
年
度
事
業
経
過
の

概
要
、
令
和
６
年
度
収
支
の
中
間
報

告
が
あ
っ
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
課
題
と
し
て
は

吉
永
理
事
長
よ
り
来
年
度
、
床
屋
発

祥
の
地
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
山
本
監
事
か
ら

は
「
組
合
財
政
も
大
変
で
あ
ろ
う
か

ら
で
き
る
だ
け
無
理
の
な
い
よ
う
に

開
催
し
、
毛
髪
供
養
祭
に
つ
い
て
組

合
員
の
皆
様
に
も
っ
と
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
内
容
に
し
た
ら
ど
う
か
、

今
後
検
討
し
て
欲
し
い
。
収
支
の
方

は
昨
年
同
様
予
算
の
中
で
や
り
く
り

で
き
て
い
る
の
で
良
い
が
、
組
合
員

減
少
の
中
も
っ
と
組
織
を
充
実
さ
せ
、

組
合
員
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
を
強

化
し
、
お
客
様
に
感
謝
さ
れ
る
仕
事

が
続
け
て
い
け
る
よ
う
考
え
て
欲
し

い
。」
と
あ
っ
た
。

報
告
者　

木
村
経
理
金
融
部
長

コ
ロ
ナ
復
興
・
物
価
高
騰
対
策

経
営
営
支
援
セ
ミ
ナ
ー

﹁
得
す
る
節
税
セ
ミ
ナ
ー
﹂

　

令
和
６
年
11
月
25
日
㈪
10
時
よ
り

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル︻
末
広
の
間
︼

に
て
42
名
の
受
講
者
の
中
、
税
理
士

法
人
・
い
そ
べ
代
表
役
員
の
小
平
敏

彦
先
生
を
お
迎
え
し
て
、「
得
す
る

節
税
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

木
村
総
務
企
画
部
長
の
司
会
進
行

に
よ
り
、
始
め
に
山
口
県
火
災
共
済

協
同
組
合
の
岩
本
氏
よ
り
火
災
共
済

と
ま
ご
こ
ろ
共
済
の
説
明
の
後
、
吉

永
理
事
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
講
師
の
紹
介
が
あ
り
、
定

額
減
税
・
小
規
模
企
業
共
済
・
ｉ
Ｄ

ｅ
Ｃ
ｏ
や
正
し
い
経
費
計
上
と
節
税

対
策
等
大
変
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
受
講
者
か
ら
「
１
０
３

万
円
の
壁
」
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
場

合
の
申
告
手
続
き
や
定
額
減
税
の
記

載
な
ど
の
質
問
が
あ
り
、
小
平
先
生

か
ら
一
つ
一
つ
丁
寧
に
ご
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

閉
会
後
、
受
講
者
の
個
別
相
談
に

ご
対
応
い
た
だ
き
全
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
12
月
に
開
催
さ
れ
る

周
南
会
場
で
の
「
個
別
相
談
」
の
申

込
が
あ
り
、
皆
さ
ん
節
税
に
関
し
て

関
心
が
高
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
小
平
先
生
、
お
忙
し
い
と

こ
ろ
組
合
員
の
為
に
ご
講
義
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

総
務
企
画
部
長　

木
村
真
也 小平敏彦氏小平敏彦氏個別相談個別相談

個
別
税
務
相
談
会田戸俊也税理士（小郡会場）田戸俊也税理士（小郡会場）

小平敏彦税理士（周南会場）小平敏彦税理士（周南会場）

　

令
和
６
年
12
月
、（
公
財
）
山
口

県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
主

催
に
よ
る
「
個
別
税
務
相
談
会
」
が
、

小
郡
会
場
と
周
南
会
場
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

○
12
月
３
日
㈫

　

県
組
合
事
務
所
２
階
会
議
室

　
　
（
９
時
30
分
～
11
時
30
分
）

　
　
　
　

小
平
敏
彦
税
理
士

　
　
（
13
時
～
16
時
）

　
　
　
　

田
戸
俊
也
税
理
士

○
12
月
９
日
㈪

　

シ
ビ
ッ
ク
交
流
セ
ン
タ
ー
交
流
室

　
　
（
９
時
30
分
～
11
時
30
分
）

　
　
　
　

田
戸
俊
也
税
理
士

　
　
（
13
時
～
16
時
）

　
　
　
　

小
平
敏
彦
税
理
土

　

専
門
家
に
よ
る
経
営
上
の
適
格
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

た
組
合
員
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
大

変
有
意
義
な
相
談
会
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

報
告　

上
田　

憲
志

令和７年３月１日（1）第 727 号 か が み



　

令
和
６
年
10
月
28
日
㈪
岩
国
市
総

合
セ
ン
タ
ー
奏
内
第
１
・
２
研
究
室

に
て
周
西
支
部
衛
生
講
習
＆
共
済
説

明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
12
名
、
予
定
時
刻
の
10
時

に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
色
講
師
に
よ
る
衛
生
講

習
が
行
わ
れ
、
理
容
所
施
設
内
の
衛

生
管
理
・
器
具
等
の
衛
生
管
理
・
感

染
症
へ
の
対
策
等
一
通
り
の
説
明
が

終
わ
り
最
後
の
質
問
で
、
頭
内
の
で

き
も
の
（
脂
漏
性
皮
膚
炎
）
な
ど
の

対
処
の
質
問
が
出
ま
し
た
。

　

多
く
の
店
舗
で
こ
の
よ
う
な
悩
み

を
持
つ
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
う
の
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
継
承
に
お
け
る
法
改

正
の
説
明
が
あ
り
、
知
ら
な
か
っ
た

事
を
教
え
て
頂
い
た
の
で
参
考
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
共
済
説
明
会
を
損
保
ジ

ャ
パ
ン
の
清
水
康
太
郎
講
師
を
お
招

き
し
て
、
療
養
補
償
共
済
等
の
詳
し

い
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

増
口
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

や
は
り
、
出
張
理
容
に
お
け
る
共

済
対
象
な
ど
知
ら
な
か
っ
た
事
を
教

え
て
頂
き
、
有
意
義
な
講
習
に
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　

周
西
支
部　

原
田
宮
児

支
部
だ
よ
り

衛
生
講
習
＆
支
部
講
習
会

周西
支部

毛
髪
供
養
祭
＆
講
習
会

下関
支部

江川真一全理連中央講師江川真一全理連中央講師

　

11
月
４
日
㈪
秋
晴
れ
の
青
天
の
中
、　

５
年
ぶ
り
に
島
根
県
浜
田
市
へ
支
部

旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
旅
行
と
あ
っ
て
、
支

部
員
と
家
族
総
勢
18
名
、
行
き
の
バ

ス
の
中
か
ら
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

最
初
に
向
か
っ
た
所
は
、
ハ
マ
ダ

お
魚
市
場
。
新
鮮
な
海
の
幸
が
並
ん

で
お
り
、
つ
い
つ
い
財
布
の
紐
が
緩

ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

両
手
に
お
土
産
を
抱
え
て
い
る
方

が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
楽

し
い
買
い
物
が
で
き
た
み
た
い
で
す
。

　

丁
度
昼
時
ま
で
買
い
物
を
楽
し
ん

だ
後
、国
民
宿
舎
千
畳
苑
に
て
昼
食
。

　

美
味
し
い
、
の
ど
ぐ
ろ
御
膳
を
堪

能
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
行
っ
た
の
が
、
し
ま
ね
海
洋

館
ア
ク
ア
ス
。

　

青
天
の
休
日
と
あ
っ
て
、
他
の
旅

行
客
も
た
く
さ
ん
来
て
い
て
、
と
て

も
賑
や
か
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
シ

ロ
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
も
観
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
多
矢
幹
事
さ
ん
お
す
す

め
の
龍
雲
寺
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
山
の
上
に

あ
る
お
寺
で
、
な
か
な
か
見
る
事
が

出
来
な
い
風
景
、
お
寺
の
中
の
様
子

を
住
職
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
り

し
て
大
変
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し

た
。
中
で
も
本
堂
天
井
の
神
龍
は
圧

巻
で
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
で
、
平
和
の

鐘
を
突
い
て
良
い
思
い
出
作
り
も
で

き
ま
し
た
。

　

家
路
に
向
か
う
バ
ス
の
中
、
お
疲

れ
の
中
で
も
終
始
笑
顔
が
絶
え
な
い

支
部
員
皆
様
の
姿
が
印
象
的
な
楽
し

い
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
応
今
回
の
旅
行
が
一
区
切
り
と

い
う
事
で
、
多
矢
幹
事
さ
ん
始
め
段

取
り
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

防
長
交
通
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

周
西
支
部　

原
田
宮
児

　

令
和
６
年
11
月
11
日
㈪
の
朝
、
下

関
亀
山
八
幡
宮
に
お
い
て
毛
髪
供
養

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
12
回
目
、
吉
永
和
義
理
事

長
は
じ
め
組
合
役
員
と
江
川
真
一
全

理
連
中
央
講
師
及
び
組
合
員
の
約
30

名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

毛
髪
を
供
え
玉
串
を
捧
げ
て
の
拝

礼
を
し
て
無
事
終
え
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
各
社
が
取
材
し
て
く
だ

さ
り
Ｐ
Ｒ
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

毛
髪
供
養
祭
後
、
下
関
海
峡
メ
ッ

セ
に
於
い
て
吉
永
理
事
長
の
挨
拶
の

後
、
消
毒
衛
生
講
習
が
行
わ
れ
改
め

て
消
毒
衛
生
の
徹
底
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

技
術
講
習
と
し
て
、
江
川
真
一
全

理
連
中
央
講
師
を
招
い
て
の
サ
ロ
ン

ヘ
ア
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

レ
デ
ィ
ー
ス
ヘ
ア
は
、
白
髪
を
隠

す
の
で
は
な
く
ラ
イ
ト
ナ
ー
を
つ
か

っ
て
メ
ッ
シ
ュ
を
入
れ
た
、
ぼ
か
す

ヘ
ア
カ
ラ
ー
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

メ
ン
ズ
ヘ
ア
は
、
パ
ー
マ
が
次
に

か
け
た
く
な
る
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
た
め
の
カ
ッ
ト
技
術
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

頭
の
形
か
ら
お
こ
る
、
毛
の
立
ち

上
が
り
か
ら
落
ち
る
部
分
な
ど
を
頭

蓋
骨
の
模
型
を
使
い
細
か
く
解
説
の

後
、
モ
デ
ル
の
癖
を
活
か
す
と
消
す

を
、
実
際
に
切
り
な
が
ら
わ
か
り
や

す
く
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
が
実
際
サ
ロ
ン
で
行
わ
れ
て

い
る
技
術
を
生
で
み
る
こ
と
が
で
き
、

復
習
し
今
後
の
サ
ロ
ン
営
業
に
い
か

そ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

と
て
も
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

下
関
支
部　

山
本　

豊

共
済
体
験
記

　

６
月
中
旬
、
毎
年
恒
例
の
市
の
肺

が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け

ま
し
た
。

　

７
月
上
旬
に
、
肺
が
ん
検
診
の
結

果
が
送
付
さ
れ
異
常
無
し
に
一
安
心
。

　

中
旬
に
大
腸
が
ん
検
診
の
結
果
が

送
付
さ
れ
、
な
ん
と
不
正
出
血
が
あ

り
、
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
と
の
事
。

　

不
安
と
焦
り
を
覚
え
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
団
体
生
命
共
済
を
使
う

事
に
な
る
か
と
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

　

取
り
急
ぎ
、
検
査
の
予
約
が
で
き

る
病
院
を
探
し
、
７
月
下
旬
に
大
腸

の
内
視
鏡
検
査
を
予
約
し
ま
し
た
。

　

大
腸
の
内
視
鏡
検
査
は
、
大
腸
の

支
部
旅
行

衛
生
消
毒
講
習
会

支
部
忘
年
会

下関東
支部

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の

為
数
年
中
止
し
て
い
た
忘
年
会
を
、

「
組
合
員
と
そ
の
家
族
も
」
と
声
掛

け
し
て
、
男
性
８
名
女
性
７
名
出
席

で
「
割
烹
御
食
事
処
み
ち
し
お
」
に

於
い
て
、
令
和
６
年
11
月
25
日
㈪
開

催
し
ま
し
た
。

　

本
田
支
部
長
の
「
ご
参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
の
挨
拶
と
乾
杯

の
音
頭
で
始
ま
り
、
皆
さ
ん
好
き
な

飲
み
物
と
美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓
。

　

話
も
笑
い
声
と
共
に
賑
や
か
に
宴

は
盛
り
上
が
り
、
特
に
旧
女
性
部
数

名
は
「
若
い
時
、元
気
な
頃
に
一
泊
、

日
帰
り
等
各
地
の
桜
や
紅
葉
、
沢
山

旅
行
し
た
ね
～
。
良
か
っ
た
ね
。
今

は
足
腰
痛
く
て
皆
に
つ
い
て
あ
る
け

も
し
な
い
！
」「
そ
う
そ
う
、
一
緒

一
緒
」
と
頷
く
。

　

ひ
と
り
が
「
小
豆
島
の
寒
霞
渓
の

綺
麗
な
紅
葉
が
目
に
焼
き
付
い
て
、

忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
話
が
尽
き
な
い

様
子
。

　

カ
ラ
オ
ケ
も
始
ま
り
次
々
と
い
い

声
が
流
れ
、
ご
夫
婦
で
歌
う
方
、
誘

い
合
っ
て
デ
ュ
エ
ッ
ト
す
る
人
達
、

歌
に
合
わ
せ
手
拍
子
や
掛
け
声
で
全

員
参
加
。

　

賑
や
か
に
時
間
は
過
ぎ
、
佐
股
会

計
部
長
が
「
皆
さ
ん
の
益
々
の
健
康

を
祈
念
し
て
、
一
本
締
め
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。」
の
合
図
で
全
員
で
一

本
締
め
。
拍
手
喝
采
。

　

最
後
に
集
合
写
真
を
撮
り
終
焉
。

　
「
ま
た
、
会
お
う
ね
。
元
気
で
！

お
互
い
に
！
」
と
挨
拶
を
交
わ
し
、

車
や
送
迎
バ
ス
で
帰
路
に
着
き
ま
し

た
。　
　
　
　
　

広
報　

竹
岡　

久

　

令
和
６
年
12
月
３
日
㈫
10
時
よ
り

下
関
長
府
東
公
民
館
に
於
い
て
、
衛

生
消
毒
講
習
会
を
11
名
出
席
で
受
講

し
ま
し
た
。

　

各
店
舗
に
お
け
る
衛
生
消
毒
、
理

容
所
内
に
あ
る
感
染
症
の
リ
ス
ク
や

使
用
す
る
器
具
や
タ
オ
ル
等
、
お
客

様
一
人
ご
と
に
交
換
、
消
毒
す
る
事

や
方
法
、
注
意
点
等
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
変
更
届
、
開
設
届
、
承
継

届
、
廃
止
届
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
株

式
会
社
の
清
水
康
太
郎
氏
よ
り
全
理

連
共
済
保
険
の
療
養
補
償
共
済
制
度

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

広
報　

竹
岡　

久

中
を
空
っ
ぽ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
下
剤
と
水
を
合
わ
せ
て
2.5

ℓ
位
飲
ん
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず

と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
。

　

内
視
鏡
検
査
が
始
ま
り
、
カ
メ
ラ

映
像
の
終
盤
、
一
つ
の
２
～
３
ミ
リ

の
ポ
リ
ー
プ
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
が
、
こ
れ
が
出
血
の
原

因
で
す
ね
と
一
言
。

　

今
か
ら
取
り
ま
し
ょ
う
と
有
無
も

言
わ
さ
ず
。

　

幸
い
、
ま
た
別
の
日
に
取
る
事
に

な
ら
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　

取
っ
た
ポ
リ
ー
プ
を
検
査
に
出
し

て
、
が
ん
の
有
無
を
調
べ
る
と
事
。

　

結
果
が
出
る
の
は
１
週
間
後
だ
そ

う
で
、
そ
れ
ま
で
は
ド
ク
タ
ー
か
ら

禁
酒
指
令
が
出
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
、
一
番
辛
い
。

　

１
週
間
後
、ポ
リ
ー
プ
は
良
性
で
、

無
事
い
ろ
い
ろ
な
も
の
か
ら
解
放
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
検
査
で
結
構
費
用
は
か
か
っ

た
け
ど
、
何
事
も
な
く
て
良
か
っ
た

と
安
堵
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
８
月
上
旬
に
県
組
合

よ
り
連
絡
が
あ
り
、
団
体
生
命
小
型

共
済
に
加
入
し
て
い
る
私
に
、「
還

暦
祝
金
」
が
１
万
円
出
る
と
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。

　

予
期
せ
ぬ
お
金
が
い
た
だ
け
、
検

査
費
用
に
充
て
る
事
が
で
き
て
ラ
ッ

キ
ー
で
し
た
。

　

こ
う
い
う
お
金
は
、
自
分
の
健
康

の
為
に
使
い
な
さ
い
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。　
　
（
匿
名
）
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